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１．事業の概要

■交通混雑の緩和
■交通安全の確保
■地域の活性化

1

位置図事業の目的

計画の概要・進捗状況

区 間

にしく ひらのちょうつねもと

（終）兵庫県神戸市西区平野町常本
にしく かんでちょうこそくの

（起）兵庫県神戸市西区神出町小束野

道路延長 Ｌ＝5.7ｋｍ

構造規格 第３種第１級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線

標準幅員 Ｗ＝25ｍ

計画交通量 30,700台／ 日

全体事業費 224億円

事 業 化 昭和61年度

都市計画決定 昭和58年11月

用地着手 昭和61年度

工事着手 平成5年度

供用延長 L=1.8km（うち4車線供用 L=0.9km）

事業進捗率 約60%(平成22年3月末現在)

用地取得率 約89%(面積ベース、同上）

標準横断図  
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１）事業を巡る社会経済情勢等の変化（交通量の変化）

■国道175号の交通量は事業化当時から増加しており、近年は約2万台/日で推移しているが、
依然として交通容量を超過しています。

■４車線区間の交通量約３万台に対し事業区間の交通量は約２万台であり、１車線あたりの交
通量が多くなっています。

２４時間交通量の変化 １２時間大型車混入率の変化

出典：道路交通センサス（H22のみ兵庫国道事務所調べ） 出典：道路交通センサス（H22のみ兵庫国道事務所調べ）

西神住宅団地
入居開始（Ｓ５７）

写真②：渋滞状況写真

撮影日：平成22年7月27日（火）

神戸淡路鳴門
自動車道開通

（Ｈ１０）

山陽自動
車道本線
全線開通

（Ｈ８）

凡　例

供用中

事業中

直轄国道

主要地方道および
一般府県道

撮影日：平成22年7月27日（火）

写真①：渋滞状況写真
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※兵庫県域一般国道（直轄）の大型車混入率  はＨ17センサスの値
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２．事業の必要性等に関する視点
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２）事業の整備効果（交通混雑の緩和）
■現道の田井・老ノ口交差点では、交通渋滞が慢性化しています。
■一部暫定2車線供用により、並行する現道の交通量が減少しましたが、一部暫定2車線供用

以降、交通量(混雑度）は増加しています。

■神出バイパスの整備により、現道の交通量が分散され交通混雑の緩和が期待されます。

写真②：渋滞状況（老ノ口交差点）

写真①：渋滞状況（田井交差点）

撮影日：平成22年7月27日（火）

撮影日：平成22年7月27 日（火）

（H22.6.2）
大渋滞長６７０m
大通過時間 ５分

（H19.10.23）
大渋滞長１０９０m
大通過時間 ８分

た い おいのくち

出典：H17まで道路交通センサス、H22兵庫国道事務所調べ

【神出町田井における混雑度の推移】
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【部分供用による神出町田井の交通量の変化】

出典：H6道路交通センサス、H22兵庫国道事務所調べ
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※（　　）は、12時間の全体交通量（小型車類＋大型車類）を示す。

全体交通量
約2,600台

（約２割）減少

大型車交通量

約600台

（約２割）減少

(14,279)

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の整備効果（交通安全の確保）
■一部暫定2車線供用により、並行する現道の交通量が約２割減少しましたが、依然として渋

滞が残っている状況であり、渋滞に起因する追突事故が5割を超えています。

■現道の大半が歩道未整備であり、歩行者・自転車への安全確保が課題となっています。
■神出バイパスの整備により、交通がバイパスに分散され、渋滞緩和による事故減少や歩行

者・自転車の安全性向上が期待されます。

4撮影日：平成22年7月27日（火）

写真③

55.7%

5.4%
3.6%

5.4%

9.5%

9.5%

10.9%

停止車両に追突

側面衝突

車両と歩行者・自転車
との事故

出会い頭に衝突

進行中に追突

物件衝突

その他

総数：221件

神出バイパス現道部の事故の内訳
(H15年度～H20年度)

出典：兵庫県警

写真撮影日：平成22年7月27日（火）

部分供用(2/4車線供用区間）による交通量の変化

出典：道路交通センサス、H22兵庫国道事務所調べ

部分供用

大型車の走行状況歩道未整備区間の自転車通行状況

写真①

歩行者、自転車が危険

写真②
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小学校通学路

1kmあたりの事故件数（H18～H20）の平均

出典：神出ﾊﾞｲﾊﾟｽは兵庫県警
全国および兵庫県の事故件数および延長は
交通事故総合分析センター
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２．事業の必要性等に関する視点
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２）事業の整備効果（地域の活性化）

三木ホースランドパーク

■北播磨地域は、大規模な自然公園やスポーツ施設が点在し、兵庫県や周辺地域と比べ、観
光入込客数が増加傾向にあります。

■臨海部の都市圏と内陸部の北播磨地域を結ぶ国道175号を整備することにより、アクセス性
が向上し観光入込客数の増大が見込まれ、地域の活性化に寄与すると期待されます。

【国道１７５号の整備が観光に与える影響に関するアンケート結果】

※H22.6.5(土)・6(日)の休日に「道の駅みき」・

「北はりまエコミュージアム」でアンケートを実施

※北播磨地域：西脇市・三木市・
小野市・加西市・加東市・多可町

北播磨方面への
観光回数や魅力
が増加する（強く
思う・少し思う）が
全体の約６割を
示している。

ひまわりの丘公園

日本へそ公園

県立播磨中央公園 ラベンダーパーク多可

県立ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀｰ

23%

33%

15%

18%

5%
6%

北播磨方面等への訪問回数が増えるか

強く思う

少し思う

どちらでもない

あまり思わな

い
全く思わない

わからない

総数：545票

20%

35%

16%

16%

4% 9%

北播磨地域の魅力が増大するか

強く思う

少し思う

どちらでもない

あまり思わな

い
全く思わない

わからない

総数：544票

注）延べ人数調査であり、複数の観光地等を訪れた場合は重複して集計

■H12～H20にオープンした主な観光施設

【日帰り温泉施設】
根日女の湯（加西市、H13）、吉川温泉よかたん（三木市、H14）、
白雲谷温泉ゆぴか（小野市、H16）、西脇温泉へその湯（西脇市、
H17）、滝野温泉ぽかぽ（加東市、H18）

【公園】
ひまわりの丘公園（三木市、H14）、ブルボンビーンズドーム（三木
市三木防災公園内、H19）、ラベンダーパーク多可（多可町、H20）

【国道175号の整備に対する利用者の声】

（神戸市須磨区在住）
・国道175号は整備されてきており来やすくなった。もっと整備されればもっと来たい。

（多可町在住）
・神出付近が渋滞するので明石方面へ行くのは避け神戸へ行くことが多い。神出BPが整

備されれば明石方面へ出かける頻度が増えるだろう。

（小野市在住）

・平日がとてもよく混む。よく使うので早く整備してほしい。

地域別観光入込客数の推移



※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用の合計値については、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
※３ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している

２．事業の必要性等に関する視点
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３）事業の投資効果

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
適用した費用便益分析

マニュアル：平成20年11月版
事業費 ：224億円
維持管理費 ：27百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

■便益（Ｂ）
費用便益分析マニュアルに基づき、現時点における知見により、十分な精度で計測が可能でかつ金
銭表現が可能である「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通事故減少」について、道路整備の有
無それぞれについて推計し算出。

■費用（Ｃ）
道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出。

■事業全体
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

595億円 0.75億円 619億円 

総費用

282億円 

■残事業
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

568億円 0.68億円 587億円 

総費用

87億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

23億円 

2.2
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

259億円 23億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

18億円 

6.7
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

68億円 19億円 



２．事業の必要性等に関する視点
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４）関係自治体の意見等

地域計画等への位置付け
■西区中期計画（神戸市：H17.6)

平成22年11月1日 神建道計第551号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

■神戸市長

国道175号は神戸市内を南北に連絡する重要な幹線道路であり、当該区間は神戸
示西地域の交通の要衝となっている。現道は交通渋滞が慢性化しているほか、歩道
の未整備区間もあり交通安全の確保も課題となっている。

神出バイパスの整備により、交通渋滞が大幅に解消されるほか、歩行者・自転車へ
の安全性も向上することから、引き続き、事業を継続し早期に完成することが必要で
あると考える。

また、事業区間のうち、神出町北古口バス停以北は用地取得が99％完了している
ほか、北古口バス停～神戸加古川姫路線間は路体も一部完成しているため、北古
口バス停以北について、平成23年度末までの暫定２車線供用も含めた完成をお願い
したい。
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 2/4車供用

L=0.3km

H10.12
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神出バイパス　L=5.7km
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３．事業進捗の見込みの視点
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■神出バイパスは平成20年度までに、L=0.9kmを完成4車線、L=0.9kmを暫定2車線で
供用しています。

■残る区間については、用地取得の完了した区間から工事を推進しており、特に神出
町北～同町小束野について早期完成を目指します。

区間 5‐1工区（L=0.6km） 4工区（L=4.2km） 5‐2工区（L=0.9km） 計

測量・
設計等

前回（H17）
道路予備設計

↓
H21～

道路予備修正、路線測量

前回（H17）
道路予備設計

↓
H21～

道路予備修正、路線測量

H21～
道路詳細設計（4車線）

前回（H17）
道路予備・橋梁詳細設計

↓
H21～

道路詳細設計

完了

用地 用地取得（0%） 用地取得（99%） S61～ 取得済 H8～H20 89%

工事
－

－
H11～H12

暫定2車線供用中
H5～H10

橋梁工事等推進中
H11～H13、H19～

4車線供用中
H17～H20

供用中区間
1.8km

※用地進捗率は、平成22年3月末の面積ベース



４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
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神出バイパスの計画は、国道175号の交通混雑の緩和や交通安全の確保、沿道環
境の改善、周辺の土地利用状況等を勘案し選定された合理的な計画であり、周辺の
環境や景観の保全を図りながら、引き続き事業を推進していきます。

これまでに橋梁形式を函渠形式に見直しを行うなどコスト縮減に努めてきましたが、
今後更に計画段階では、橋梁形式を盛土形式に見直し、また、施工段階では、新技
術・新工法を活用し、従来の現場打ちコンクリート擁壁をプレキャストL型擁壁にする
等、コスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

橋梁形式 盛土形式
橋梁形式の見直し

従来工法
新工法

擁壁構造の見直し

現場打ち擁壁 プレキャストL型擁壁

平面図 平面図

断面図断面図

盛土

補強土壁



５．対応方針（原案） 国道１７５号 神出バイパス

神出バイパスは、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見
込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である。

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

・国道175号の交通量は、約2万台で推移しており交通容量を超過。
・一部暫定供用により交通量は約２割減少したが、依然として渋滞が残り、渋滞に起因する追突事故

が約5割を超過。
・神出バイパスの整備により、現道の交通量が分散されるため、交通混雑の緩和が期待。
・現道の大半が歩道未整備であり、歩行者・自転車への安全確保が課題となっているが、整備により
渋滞緩和による事故減少や歩行者・自転車の安全性向上が期待。
・北播磨地域は、観光入込客数が増加傾向にあり、整備により、アクセス性が向上し、地域の活性化

に寄与すると期待
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で２．２、残事業で６．７。

２．事業進捗の見込みの視点
・神出バイパスは、これまでにL=1.8kmを供用。
・現在、残る区間では用地取得が完了した区間から工事を推進しており、特に神出町北～同町小束野

の早期完成を目指します。
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